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データ全件をコピー＆ペーストで貼り付けを行うため、検索結果のデー
タ件数が大量の場合には、エクセルから開く方法をご利用ください

どのようなデータ件数でも対応可能です

当社のデータベースの海外情報への対応に伴い、検索結果を出力するCSVファイルの文字フォーマットをUTF-8に
させていただいております。
このため、CSVファイルをExcelで開いた場合、Excel内の標準文字コードとの違いにより日本語情報が文字化けす
るケースが発生します。
文字化けが発生し、解消しない場合にはこちらの方法をお試しください。



テキストで開いてエクセルへ貼り付ける方法
※データ全件の貼り付けを行うため、検索結果のデータ件数が大量の場合には、エクセルから開く方法をご利用ください

① CSVファイルをテキストとして開く

ダウンロード済の検索結果のCSVファイルを選択し、
右クリックします。
その後、「プログラムから開く」をポイントし、
「メモ帳」を選択します。

※右クリック後「開く」を選択するとExcelで開いてしまう
ため、「プログラムから開く」を選択します
※メモ帳以外のテキストエディタでも構いません

カンマで区切られた形でデータが表示されます。
文字化けが発生していないことを確認します。



テキストで開いてエクセルへ貼り付ける方法
※データ全件の貼り付けを行うため、検索結果のデータ件数が大量の場合には、エクセルから開く方法をご利用ください

②データをエクセルに張り付ける

開いたテキストデータの全データを選択し、エクセ
ルに貼り付けます。

A列にデータの全要素が入った形式でデータが貼り付
けられます。

※全件選択はドラッグでも構いませんが、Ctrl＋Aのショート
カットが選択漏れもなく便利です



テキストで開いてエクセルへ貼り付ける方法
※データ全件の貼り付けを行うため、検索結果のデータ件数が大量の場合には、エクセルから開く方法をご利用ください

③区切り位置指定ウィザードを起動する

データを各セルに分割するため、
「区切り位置指定ウィザード」を
起動させます。
A列全体を選択し、メニューの
「データ」を選択し、区切り位置
をクリックします。

※全データを一括で処理するため、A列
全体を指定し、全データを選択した状態
にします



テキストで開いてエクセルへ貼り付ける方法
※データ全件の貼り付けを行うため、検索結果のデータ件数が大量の場合には、エクセルから開く方法をご利用ください

④区切り位置指定ウィザード 1/3

起動した「区切り位置指定ウィザード」の設定を確
認します。
元のデータ形式のデータ形式の指定が
「カンマやタブなどの区切り文字によって～」であ
ることを確認し、「次へ」をクリックします。

※データ要素をカンマで区切ったCSVのため、こちらの設定
を使用します



テキストで開いてエクセルへ貼り付ける方法
※データ全件の貼り付けを行うため、検索結果のデータ件数が大量の場合には、エクセルから開く方法をご利用ください

⑤区切り位置指定ウィザード 2/3

フィールドの区切り文字を指定します。
「カンマ」にチェックを入れ、下部にあるプレビューを確認し、デー
タが区切られていることを確認し、「完了」をクリックします。

※区切り位置指定ウィザードの3/3は表示形式の設定となります。
指定する場合には「次へ」で指定しますが、設定不要の場合にはこ
の時点で「完了」で問題ありません



テキストで開いてエクセルへ貼り付ける方法
※データ全件の貼り付けを行うため、検索結果のデータ件数が大量の場合には、エクセルから開く方法をご利用ください

⑥完了

要素をセルごとに区切ったデータが作成されました。
終了時に「名前を付けて保存」で任意のファイル名称を
つけて保存します。



エクセルから直接開く方法
※検索結果のデータ件数が大量の場合にはこちらの方法をご利用ください

①ファイルの拡張子を変更する

ダウンロード済の検索結果のCSVファイルを選択し、
右クリックから「名前の変更」などの方法でファイ
ルの拡張子を「.csv」から「.txt」に変更する

※そのまま開くと文字化けしたままExcelで開いてしまうた
め、いったんファイル形式をテキストに変更します

※拡張子を変更すると使えなくなる可能性があ
る旨の警告が表示されますが、問題ありません
ので「はい」を選択します



エクセルから直接開く方法
※検索結果のデータ件数が大量の場合にはこちらの方法をご利用ください

②エクセルから拡張子を変更したファイルを開く

起動したエクセルの「ファイル」メニューから「開く」を選
択します。
「参照」を選択し、拡張子を変更したファイルの保存先フォ
ルダに移動します。

※フォルダを移動したが、該当のファイルがフォルダ内に表示されな
い場合は次ページを参照します



エクセルから直接開く方法
※検索結果のデータ件数が大量の場合にはこちらの方法をご利用ください

②エクセルから拡張子を変更したファイルを開く

該当ファイルの格納先に移動したが、表示されない場合には、
表示対象がExcelで読める形式のファイルに限定されている
ため、「すべてのファイル」を表示するように変更し、該当
ファイルを選択して「開く」をクリックします。



エクセルから直接開く方法
※検索結果のデータ件数が大量の場合にはこちらの方法をご利用ください

③テキストファイルウィザード １/3

「テキストファイルウィザード」が起動しますので
設定の確認をします。
元のデータ形式のデータ形式の指定が
「カンマやタブなどの区切り文字によって～」であ
ることを確認します。
下部にあるプレビューを確認し、文字化けが発生し
ていないことを確認し、「次へ」をクリックします。

※データ要素をカンマで区切ったCSVのため、こちらの設定
を使用します



エクセルから直接開く方法
※検索結果のデータ件数が大量の場合にはこちらの方法をご利用ください

④テキストファイルウィザード 2/3

フィールドの区切り文字を指定します。
「カンマ」にチェックを入れ、下部にあるプレビューを確認し、
データが区切られていることを確認し、「完了」をクリックしま
す。

※テキストファイルウィザードの3/3は表示形式の設定となります。
指定する場合には「次へ」で指定しますが、設定不要の場合にはこ
の時点で「完了」で問題ありません



エクセルから直接開く方法
※検索結果のデータ件数が大量の場合にはこちらの方法をご利用ください

⑤完了

要素をセルごとに区切ったデータが作成されました。
終了時に「名前を付けて保存」ファイル形式をエクセル
形式などに変更し保存します。

※そのまま上書き保存してしまうとテキストファイルのままとな
りますので、エクセル形式などで保存します。エクセル形式など
で保存した場合、再度開いた場合に文字化けせずにデータが確認
できます。


